
（短期論文］

久 太郎＊

田

国

1. ＇まじめに

2. 

1 ）自

2）臨床心理学の入門

3) トレスとこころのケア

4) 1）ラクセーション体験

5) としたパンフレット作成

6) り返り

3. 

1）自己紹介

2) 

3) トレスとこころのケア

4）リラクセ ション体験

5) としたパンフレット作成

1. はじ

東呂

る。しかし、 p;JW.. 

の活動と、必ずしも

6) り返り

3月11日 し、 l

したものではないむ

名古i屋大学大学院教育発達科学研究科

名古屋大学発達心理精神科学教育誹究センタ

日 したむ防災・減災への取り

らの取り組みも とされてい

る

というと、カウンセワングと

3 



いった一対ーの関わりを想像すると考えられるが、防災・減災を目指す場合、危機後の介入だけで

なく、予防的な介入も重要となる。すなわち、危機に遭遇した人々の心理反応やケアの仕方だけで

なく、日頃の活動によってストレスへの対処方法を身につけることで、ストレス反応を最小限に食

い止めようとする「心の減災」について学び、臨床心理学の意義や有効性を学ぶことには意味があ

ると考えられる。

高校生のための学びの杜「人間発達科学探求講座Jでは、教育学や心理学の5つの講座が開講さ

れ、その1っとして臨床心理学の授業が行われた。この授業では、危機に遭遇した人々の心理反応、

を学び、その対処方法を体験し、効果を実感することで受講者自身の「心の減災J能力を高めるこ

と、また、学び体験したことを他者に伝えることで「心の減災jや臨床心理学への理解を促進させ

ることをねらいとした。その内容と経過を報告し、高校生向けの臨床心理学の授業のあり方につい

て検討する。

2.概要

2012年度名吉屋大学教育学部「人開発達科学探求講座」では、高校生を対象としたら講鹿が、各

講座1日（10:30-16: 00）、計5日間の日程で開講された（期間： 7丹20日から 8月21日）。発達教

育臨床に関する授業である第5コースは「臨床心理学を活用して、危機に備える」と題して、 8月

20日（10 : 30 -16 : 00）に実施され、教育学部の心理学系教員3名と大学院後期課程の院生2

担当した。

第5コースの講産では、臨床心理学の知識と技法を 体験することで、心の減災能力を

ること、およびその知識・体験を他者に伝えることをねらいとした。災害や被害に遭遇したときに

我々の心に何が起きるのかを学習し、その心の反応への対処方法を実際に体験し、その体験を主主に

他者へ伝えるためのパンフレットを作成した。一連の作業を通じて、危機に遭遇した人々

応やケアをより理解してもらえると考え、以下の内容で授業プログラムを構成した。

1 ）自己紹介

名前、ニックネームや興味関心などの簡単な自己紹介を参加者全員で行う。

2）臨床心理学の入門

臨床心理学の基礎や臨床心理士の仕事について、担当教員が簡単な講義を行う。

3）災害ストレスとこころのケア

災害や被害に遭遇したときの心理反応やケア方法について、担当教員が簡単な講義を行う 0

4）リラクセーション体草食

の指導の下、；新進性弛緩法、ペア・リラクセーションや10秒呼吸法といった簡単に実施

できるリラクセーション法を体験する。

5）小学校低学年を対象としたパンフレットイ乍成

具体的な内容も参加者が主導的に検討し、子どもを対－象としたパンフレットを作成する。

6）譲り返り

講義、ワラクセーション体験やパンフレット作成を通して感じたことを発表してもらい、本講座
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内容 以下の三種類のリラクセーション法を全員で体験した。なお、今回は学校現場（教室）でも

簡単に行えるようにと、座位のままで実施した。

1.漸進性弛緩法：手、足、腰、肩、顔に徐々に力を入れ、抜くことを繰り返し、徐々に全

身をリラックスさせるものである。

2.十秒呼吸法： 3秒かけて鼻から息、を吸ってお腹を膨らませ、 4で止め、 5～ 10の十秒で

口から細く息を吐くという腹式呼吸法を体験した。前後に脈拍測定を行い、リラックス

効果を確認した。照明を暗くし、静かな音楽をかけることでより呼吸に集中できるよう

配慮した。

3.ベア・リラクセーション：参加者は2人組みになり、 1人は自をっぷり肩に力を入れて

から抜く動作を、もう 1人は相手の肩にそっと関手を置きサポートすることを行った。

尚、各リラクセーションの方法については、後日自分自身でも実施できるようにイラスト付

きの説明資料を記付した。

いずれの方法でも、普段と違う感覚を体験し、効果的にからだと心を落ち着けることができるこ

とを実感できたという感想が得られた。特に、ベア・リラクセーションでは、他者の肩に触れる・

他者に肩を触れられるという経験を通し、一人では得られないリラックス効果を実感できたむどれ

も簡単にできるものであり、「試験前など、緊張しがちなときにやってみたい」といったように、

日常生活で積極的に活用していこうとする姿勢が見られた。

5）小学校低学年を対象としたパンフレット作成

語的 講義と実践で学んだことをパンフレットの形にする。災害時に子ども自身がストレス反忠に

対処するためのプログラム開発・実施の必要性が指摘され、中学生を対象とし

れている（小林、 2009）。このような予防的な取り組みは、小学生に対しでも必要であると

考えられる。特に、低学年の児童を対象とした場合、プログラムに使用する教材は受け入ら

れやすく、理解しやすいといったことを考麗しなくてはならない。そのため、子どもの目殺

からの柔軟な発想が必要となる。そこで、作成するパンフレットの対象者を小学校低学年と

する。低学年の克童を対象としたパンフレットをグループで作成することで、本講盛で学ん

だことをより理解してもらい、さらに、小学生は自分たちの守るべき存在であるという

を持ってもらう。

内容 パンフレットとして配ギ存することを想定したため、 A3用紙裏表（A4、4枚分）を分量と

した。カラーペン、ボールベン、カラー用紙、のりやはさみなど、準備された道具を利用し

作成した。このほか、富永（2012）をリラクセーション法の説明、イラストの参考として使

用した。パンフレットの内容については、大学院生のサポートのもと、参加者が話し合って

決定した。少ない容量の中に必要な情報を収めるために、心に焦点を当てた内容にすること

が決まった。また、自分たちの経験から「イラストJを増やし、漫閣のようにすること、

「文字jによる説明は少なくすることとした。これらにより、小学生でも手に取りやすく、

読みやすいパンフレットを作成できた。内容を全員で確認した後、分拐してパンフレットを

作成した。完成パンフレットを示す（図工）。表紙には、タイトル、災害の被害写真、スト
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高校生自らが、リラクセーションの体験や講義を踏まえ、「心の減災」の必要性に気付き、パンフ

レット作成に取り組むことができた。

次に、単にリラクセーション方法を記載するだけでなく、 fなぜリラクセーションが必要なのかj

fどういう場面でリラクセーションを行えばいいのか」といった理由を示しつつ、災害が起きてか

らの時系列的な流れを踏まえたパンフレットを作成しようとしていた点である。パンフレットは小

学校低学年向けであっため、なるべく簡易な文章表現と視覚的なわかりやすきを重視したむそれに

加え、小学生に実際にリラクセーションを行ってもらい、身につけてもらうにはどうしたらいいか

といった観点からパンフレットを構成しようとした。

6）振り返り

目的 本講産での講義やリラクセーション体験、パンフレット作成といったグループ活動を通した

参加者の感想を全員で共有し、 1日を振り返る。

内容 参加者は教員も含め、パンフレット作成を中心とした本講座全体の感想、をそれぞれ発表し

た。

「少人数で話し合い、協力してパンフレットの作成ができたJ「分担して作業を進めることがで

きた」「さらに関心が深くなった」といったポジティブな感想があがり、本講座での体験を

ること治宝できた。

4.全体のまとめ

最後に、本講座の成果と しミ る。ま ら、

授業に参加していたことが伺えた。自ら応募し授業に参加していたこともあり、

学に強い興味を抱いていた。告白鷺悔の場面では、臨床心理士の鋤く場や、資格に関することな

ど、具体的な質問も出され、進路の選択肢としての臨床心理学への潜在的なニーズが感じられた。

今後も高校生を対象とした講座が開かれることが望まれる。

今回の講患では、心の減災というテーマのもと、ストレス状況下でもパニックにならず、国難な

状況に立ち向かうことができるようになるための方法を体験した上で、それを小学生に伝えるため

のパンフレットをグループで作成した。受講や体験だけに留まらず、その経験をグループのメン

バーと共有しながら、パンフレットを通じて他者に伝えようとしたことで、心の減災の意味やその

重要性の理解が促進された。単に振り返りの時間を設けて感想を述べるのではなく、他者（今回の

場合小学生）に伝える教材を作成する中で発言することで、自然と自分の体験を振り返り、グルー

プの中で共有できたO また、知識を受容するだけでなく、自らの主体的な経験を伴っ

ラムを行ったことで、授業内容の理解が効果的に深まったと考えられる。

本講座の内容は、いわゆる f臨床心理学Jから連想されるような、カウンセリングといっ

ザ

ーの深い関わりを扱ったもので、はなかった。むしろ、個よりも多、援助よりも予防に重点を置いた

ものであったむこれらの観点は非専門家からはイメージしにくいものの、臨床心理学の中でも

な側面のひとつである。講座終了時に、「臨床心理学が役立つのは問題を抱える人の援助だけでは

ないことがわかったJ「予防が大事だということがわかった」といった感想が寄せられた。本講座
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Teaching High School Students Clinical Psychology 

Psychological Means of Coping with Disasters 

Kurni YOSHITAKE*, Taro HIRASHIMAヘYukikじBOTA本

Mari註oMATSUMOTO料 andMiyako MORIT立場

A clinical psychology class for high school students was held in the summer school 

conducted by the School of Education, Nagoya University. Four high school students participated 

in this class. The aim of this class was to promote understanding of clinical psychology and 

“Kokoro no Gensai，” psychological means of coping with disasters. The high school students 

studied possible responses toward a natural disaster. They experienced the effects of some 

relaxation techniques. Subsequently, they created a leaflet to teach children in early elementary 

school about “Kokoro no Gensai.”Feedback from the high school students showed that the 

class helped them to realize the usefulness of clinical psychology and importance of “Kokoro 

no Gensai.”Thus, experience七asedlearning is effective in promoting understanding of clinical 

psychology and “Kokoro no Gensai.” 

Keyword : clinical psychology, high school student, disaster, Kokoro no Gensai 
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